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Ⅰ．緒言
　近年，我が国における子どもたちの運動能力低下および
運動する子としない子の二極化が身体へ及ぼす影響が懸念
される．子どもたちの昭和 60 年以降の体力・運動能力の
低下，二極化については，文部科学省実施の全国体力・運
動能力，運動週間調査1），文部科学省中央教育審議会2）に
おいて指摘されている．体力の二極化は，身体活動量や生
活習慣の違いも含めて幼少期からの出現が示唆されてい
る3）4）5）．またこれらの体力面への影響は，筆者が，小学
生に対して運動指導している場面においても感じる場面が
多い．具体的には動きがぎこちない，まっすぐに立ってい
られない，直線をまっすぐ走れない，すぐに「疲れた」と
いう子どもを見かける．このように，現代子どもの身体
に様々な異変が生じている可能性が推測される．人間の
あらゆる動作については，2 本足で立つ，歩く，走ること
であり足裏の機能は立位姿勢，運動時について重要であ
る13）．また足は，立った時に身体の中で唯一地面に設置し
ている部分であり，足の裏への圧力のかかり具合で足をど
のように使っているかを推測できるとしている13）．このよ
うな中で，近年，足趾が床面に接地しない浮き趾を有する
者の存在が報告されている6）7）10）11）．浮き趾についての先
行研究では幼児，児童の足に生じている事を報告してい
る6）7）10）11）．また児童を対象にした浮き趾に関しては，生
活習慣との関連や7）運動能力との関連に関する報告12）がな
されている．浮き趾と重心位置の関係については，重心位
置の後退は踵への荷重増加により，足趾の設置に影響を与
えると報告されている10）11）．しかしながら，これらの研究

は幼児を対象とした研究であり，児童を対象にした浮き趾
に関する研究は数少なく十分に検証されているとは言い難
いのである．そこで，本研究は発育発達期における児童の
浮き趾の現状と重心位置の関係を明らかにすることを目的
とする．

Ⅱ．方法
1．被験者
　被験者は本学地域連携推進センター，2011，2012 年開
催の公開講座（子どものスポーツ教室～運動不足の子ども
達集まれ～）に参加の児童 56 名（男児　36 名，女児 20 名）
である．

2 ．測定時期
　重心及び浮き趾の測定は，2011，2012 年公開講座開始
日に測定を行った．参加者に対し姿勢に関する指導や測定
時におけるアドバイスなどを行っていない．

3 ．測定方法
　立位時の重心位置と足裏の荷重分布，浮き指の出現につ
いての測定を実施した．対象者に対して，足の裏の状態を
把握するという事を説明後に，重心足圧計（株式会社バテ
ラ）の上で前方3mの目の高さにマークした印を注視させ，
測定が終わるまで，動かないようにしてもらった．重心計
に接続したモニター上に足底の圧力分布と荷重中心点が写
し出されており，姿勢が安定したことを確認したところで
モニター映像を印刷し，足指への荷重具合や及び重心位置
の計測を行った．
①重心位置の算出方法
　筆者8）の分類方法を参照し，以下のように重心の位置を
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適正，前方，後方の 3分類とし判定を行った．

図 1　重心位置・前方

図 2　重心位置・適性

図 3　重心位置・後方

②浮き趾の判定方法
　松田ら6）の分類方法を参照し，浮き趾は，撮影した映像
が「完全に接地していない」もしくは「わずかな接地しか

みられない」状態の趾とした．

4 ．統計処理
　浮き趾者の割合を把握するため，浮き趾の有無，浮き趾
の発生趾別の人数および割合を算出した．また性別と浮き
趾，重心位置の関係，浮き趾と重心位置の関係を明らかに
するために x2 検定を用いて検討した．本研究における統
計的有意水準は 5％とした．

Ⅲ．結果
1．浮き趾の人数，割合，発生趾および浮き趾の本数

図 4　浮き趾の有無

n=51

n=5

9%

91%

表 1　浮き趾の発生趾別の人数および割合（男児）

男児 n 36

人数 割合（％） 人数 割合（％）

左足 浮き趾 29 右足 浮き趾 30
1 趾 2 6.9 1 趾 2 6.7
2 趾 12 41.4 2 趾 11 36.7
3 趾 10 34.5 3 趾 8 26.7
4 趾 21 72.4 4 趾 20 66.7
5 趾 27 93.1 5 趾 29 96.7

表 2　浮き趾の発生趾別の人数および割合（女児）

女児 n 20

人数 割合（％） 人数 割合（％）

左足 浮き趾 16 右足 浮き趾 15
1 趾 1 6.3 1 趾 0 0
2 趾 4 25 2 趾 2 13.3
3 趾 3 18.8 3 趾 2 13.3
4 趾 3 18.8 4 趾 5 33.3
5 趾 15 93.8 5 趾 14 93.3

　図 1 より被験者の中でどちらかの足に浮き趾があるの
は，全体の 91％であることが示されている．表 1，表 2は，
浮き趾者の割合を男女別に示している．表 1より被験者の
男児のうち第 5 趾に浮き趾が見られたのは，左足 93.1％，
右足 96.7％であった．また表 2 より女児においても第 5 趾
に左足 93.8％，右足 93.3％に浮き趾が見られた．次に浮き
趾は第 4 趾に多く，男児左足 72.4％，右足 66.7％，女児で
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は，右足 33.3％であった．次に第 2 趾に多く，男児左足
41.4％，右足 36.7％，女児では，左足 25.0％であった．男
児女児とも一番浮き趾が少ないのは第 1趾であった．

2 ．浮き趾，重心位置と性別差について

図 5　重心の位置

N=13

N=43

77%

23%

表 3　性別と重心位置の関係

重心の位置

前方 良い 後方 x2 p 値

男性 人数 0 7 29 0.8 0.37
性別 ％ 0 19.4 80.6

女性 人数 0 6 14
％ 0 30 70

n＝56

表 4　性別と浮き趾の関係

浮き趾

あり なし x2 p 値

男性 人数 32 4 0.59 0.44
性別 ％ 88.9 11.1

女性 人数 19 1
％ 95 5

n＝56

　図 5より被験者の 43 名（77％）の重心位置が後方であっ
た．また表 3，表 4 より性別と重心の位置，浮き趾の関係
を検討した結果，両者に有意な関係は見られなかった．

3 ．浮き趾と重心位置の関係

表 5　浮き趾と重心位置の関係

重心の位置

良い 後方 x2 p 値

あり 人数 12 39 0.02 0.86
浮き趾 ％ 23.5 76.5

なし 人数 1 4
％ 20 80

n＝56

　表 5より浮き趾の有無と重心の位置の関係を検討した結
果，両者に有意な関係は見られなかった．

Ⅳ．考察
1．浮き趾の発生趾，性差の関係
　本研究の結果より，被験者の中でいずれかの足に浮き趾
があるのは，全体の 91％であることが示されている．井
上ら7）は小学校 4 年から 6 年までの児童 303 名を対象に
した調査において，いずれかの足に浮き趾がある児童は
56％であると報告している．この報告と比較しても，今回
の調査結果は高い割合を示している．浮き趾の性差につい
ては有意な関係は見られなかった．このことは，松田ら6）

の報告と同様の結果であった．また本研究において浮き趾
の発生趾は第 5 趾が約 90％であった．この事に関しては，
井上ら7）も，
　児童の約 90％が第 5 趾に発生している事と同様な結果
であった．また浮き趾については，第 5 趾の次に第 4 趾，
第 2趾の順で多く，この順は幼児を対象にした松田ら6）の
報告と同様であり，児童の浮き趾においても外側の趾が浮
く傾向であった．松田ら6）は，第 5趾の浮き趾及び浮き趾
の発生趾の違いが身体に及ぼす影響の検討を今後の課題に
あげている．先行研究から浮き趾と体格との間に関係がな
いことを示されているため6）今後は，児童の身体活動量や
立位姿勢等との関係を明らかにする必要があると考えるの
である．

2 ．浮き趾と重心位置の関係
　本研究の結果より，重心位置については，77％の児童が
後方であった．浮き趾と重心位置の関係については，松田
ら9）が浮き趾の要因の一つとして重心の位置の後退をあげ
ている．本研究の結果からは浮き趾の有無と重心位置に関
して統計的に有意な関係性は見られなかったが，浮き趾が
ある児童の約 8割の重心が後ろであった．井上ら7）は，重
心位置が少し後方へ変化するだけでも，身体の不安定さは
増加すると報告している．今回，この身体への影響につい
ては明らかにしていないため，今後は重心位置に影響を及
ぼす可能性のある姿勢との関係も検討する必要がある．ま
た今回の調査は児童を対象とした横断的調査のため縦断的
に浮き趾と重心位置の関係を検討することも必要であろ
う．

Ⅴ．まとめ
　本研究は，スポーツ体験学習参加者の児童 56 名を対象
に浮き趾の現状と重心位置との関係を明らかにした．その
結果，児童の 91％に浮き趾が見られ，浮き趾は第 5 趾に
一番多く見られた．浮き趾の有無と重心位置については，
これらの間に統計的に有意な差は認められなかった．以上
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より，スポーツ体験学習参加者の児童の浮き趾は，9 割の
児童に見られるが重心位置にほとんど影響を及ぼさないこ
とが示唆された．
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Abstract

This study aims to clarify the relationship of the position of the center of gravity and the current status of the floating 
toe in elementary school.

The results were as follows
1) �Fifth toe was about 90% occurrence of a floating toe. As for the floating toe, it was more in the order of fourth toe, the 

second toe next to the fifth toe.
2) �For the position of the center of gravity, 77 percent of children were backward.
3) �The relationship of the position of the center of gravity and float toe, I have not seen the relationship from the results of 

the present study.


